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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月29日(2010.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信した信号の出力を調整し、外部からの電波が遮蔽された電波遮蔽空間内に電波を送
信する送信機と、前記送信機から送信される電波を前記電波遮蔽空間内で受信する受信機
とを備える無線中継システムであって、
前記受信機は、
前記受信機の設置位置における前記送信機が送信した電波の強度を検知する電波強度検知
手段と、
前記検知した電波の強度を、前記送信機に通知する電波強度通知手段と、を有し、
前記送信機は、
前記受信機から通知された電波の強度を基に、送信する電波の出力特性を前記受信機の受
信状態が所望の状態となるように制御する出力調整手段と、
を有することを特徴とする無線中継システム。
【請求項２】
　請求項１の無線中継システムにおいて、
前記出力調整手段は、送信する電波の送信電力を制御するか、
前記出力調整手段は、送信する電波の指向性を調整するか、
前記送信機は、複数地点に配置されているか、
前記送信機は、前記受信機として機能可能であって、複数地点に配置された前記送信機の
うち、いずれかを一時的に前記受信機として機能させるか、
複数の地点に配された前記送信機のうち、前記閉空間の出口近傍に設置された送信機の指
向特性を、別の送信機から出力された電波が前記閉空間の出口から漏れる強さを弱める特
性とするか、
の少なくとも一方を特徴とする無線中継システム。
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